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１： 研究課題 
動きのある 2枚の画像から動物体を抜き出
すことを目的とする。 
 
２：研究方法 
ブロックマッチング法によって画像から求

めた動きベクトルを、クラスタリングする

ことにより動き毎に分け動物体を抽出する 
 
クラスタリングの方法として、非階層的ク

ラスタリングの代表的なアルゴリズムであ

る K-means法を用いた。 
K-means法とは 
まず分割数 K と各クラスタの初期中心を
決め、与えられたデータを最も近いクラス

タに割り当てる。再度中心を計算しなおし

最も近いクラスタに割り当てる処理を中心

が変化しなくなるまで続ける。 
という方法により類似したデータに分類す

る方法である。 
今回、分割数 K及びクラスタの初期中心は
使用画像と求まった動きベクトルから手動

で入力することとした。 
 
３：処理結果 
以上の方法により行った実験結果を以下に

添付する。 

 
使用画像 

 
動きベクトルのクラスタリング結果 

 

クラスタリング結果の画像 
 
４：考察及び今度の課題 
動きベクトルが上手く求まらなかった部

分以外は、K-means 法によるクラスタリ
ングによって概ね動き毎に分割すること

ができた。 
今回はクラスタ数及クラスタの初期中心

は手動で入力したので自動で行うために

は新たなアルゴリズムを考える必要があ

る。 


